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機械器具 38 医療⽤鈎 

⼀般医療機器 鈎 JMDN コード：35105000 

JCT 鈎 ST
 
【形状、構造及び原理等】 
 1. 形状 

本品は、症例、⼿技、使⽤部位、使⽤⽬的により、サイズ・形状が異なる。
製品の⼀例を以下に⽰す。 
 
 
 
 
 

＊2. 原材料 
チタン合⾦、ステンレス鋼 
 

 3. 原理 
軸様のハンドルをもち、先端の鈎で組織を牽引、保持する。 

 
【使⽤⽬的⼜は効果】 

本品は、先端の鈎で組織を牽引、保持するために⽤いる⼿術器具である。 
 
【使⽤⽅法等】 

1. 使⽤⽅法 
ハンドルを操作して、先端の鈎で組織を牽引、保持する。 

2. 滅菌⽅法 
1) 本品は未滅菌の状態で供給されるため、必ず適切な⽅法で滅菌してか

ら使⽤すること。 
2) 本品は再滅菌して繰り返し使⽤される医療機器であるため、使⽤前に

必ず滅菌すること。 
3) 滅菌後、使⽤前点検によって正常に操作可能であることを確認し、不

具合が確認された場合には使⽤を中⽌すること。 
4) 製造元が推奨する滅菌⽅法を以下に⽰す。 

  ・滅菌⽅法 ： ⾼圧蒸気滅菌（プレバキューム法） 
  ・滅菌／乾燥条件 ： 134℃, 5 分／90℃以上, 10 分 
 
【使⽤上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 
1. 本品がハイリスク⼿技に使⽤された場合には、プリオン病感染予防ガ

イドラインに従った洗浄、滅菌を実施すること。 
2. 本品がプリオン病の感染症患者への使⽤及びその汚染が疑われる場合

には、製造販売業者⼜は貸与業者に連絡すること。 
 
【保管⽅法及び有効期間等】 

1. 器具表⾯へのシミ、錆発⽣の恐れがあるため、洗浄後は直ちに乾燥さ
せ、湿った状態で⻑時間放置しないこと。 

2. 破損、変形の原因となるため、保管、移動に際しては器具に衝撃や負
荷が掛からないように取扱いに注意すること。 

3. ⾦属製⼿術器具は、使⽤によって受ける反復的な応⼒により⾦属疲労
にさらされる。⾦属疲労が⾒られる場合には、その器具を廃棄し、新し
いものと取り換えること。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【保守・検に係る事項】 

1. 使⽤前には、本品が洗浄・滅菌されており、キズや⻲裂、先端部の損
傷、可動部の異常がないことを確認すること。異常が発⾒された場合は、
使⽤を中⽌する。 

2. 使⽤後には、本品に異常がないことを確認すること。本品に破損等が
ある場合、患者の体内に遺残しているおそれがあるので注意する。 

3. 洗浄及び滅菌をする際、器具の先端部などが破損しやすいため、取扱
いに注意すること。 

4. 付着している⾎液・体液・組織及び薬品等が乾燥して固着しないよう、
できるだけ早く洗浄すること。 

5. 洗浄及び滅菌に使⽤する⽔は、蒸留⽔や脱イオン⽔を使⽤すること。
⽔道⽔に含まれる残留塩素等により、シミや錆が発⽣する場合がある。 

6. 洗浄装置（超⾳波洗浄装置、ウォッシャーディスインフェクタ等）で
洗浄する場合には、器具同⼠が接触して損傷することがないよう注意す
ること。 

7. ⾦属たわし、クレンザー（磨き粉）等は、器具の表⾯が損傷するため
使⽤しないこと。 

8. 可動部の動きをスムーズにするためのオイル（潤滑油）は、⾼圧蒸気
滅菌に使⽤可能なものを⽤いること。 

9. 洗浄に使⽤する洗剤は、必ず中性洗剤を使⽤し、アルカリ性⼜は酸性
の洗剤を使⽤しないこと。また、医療⽤洗剤を使⽤し、家庭⽤洗剤は使
⽤しないこと。 

 
【製造販売業者及び製造業者等の⽒名⼜は名称等】 
［製造販売業者］ 

株式会社ジェイ・シー・ティ 
広島県広島市安佐南区祇園1 丁⽬28 番7 号 
TEL: 082-871-3308 

 
［外国製造業者］ 

ホァイアンウルフラムサージカルインストゥルメンツ社 
（国名：中華⼈⺠共和国） 
Huaian Wolfram Surgical Instruments Co., Ltd. 


